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居
室
を
中
心
と
し
た
住
ま
い
の
原
型

耐
震
性
、断
熱
性
な
ど
も
入
念
に
計
算

　
敷
地
１
万
余
坪
。天
王
山
南
麓
の
高
台
に
建

つ
聴
竹
居
は
、木
造
平
屋
建
て
の
本
屋（
ほ
ん
お

く
、建
て
面
積
１
７
３
㎡
）、上
閑
室（
同
44
㎡
）、

下
閑
室（
同
33
㎡
）の
３
棟
か
ら
成
り
ま
す
。

　
家
族
が
住
ん
だ
本
屋
は
、東
端
の
玄
関
か
ら

中
央
の
居
室
を
挟
み
南
西
に
読
書
室
、奥
に
寝

室
３
室
を
並
べ
、東
南
に
客
室
、北
に
食
事
室
が

配
さ
れ
て
い
ま
す
。谷
側（
東
南
端
）に
面
す
る

縁
側
は
夏
の
直
射
日
光
を
避
け
、冬
の
日
射
熱

を
取
り
込
む
サ
ン
ル
ー
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、居
室
な
ど
は
温
度
差
の
少
な
い
中
央
に
集
め

ら
れ
て
い
ま
す
。居
室
を
中
心
に
連
続
し
た
空

間
は
、家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
居
場
所
を
確
保
し
な

が
ら
繋
が
り
合
う
設
計
と
な
っ
て
お
り
、現
代
の

リ
ビ
ン
グ・イ
ン
の
住
ま
い
の
原
型
と
い
え
ま
す
。

　
本
屋
は
、数
寄
屋
建
築
に
用
い
ら
れ
る
自
然

材
料
を
使
用
。耐
震
性
を
高
め
る
た
め
、土
台
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
い
ま
す
。平
屋
建
て
に

す
る
こ
と
で
耐
風
性
に
も
配
慮
。外
壁
は
、断
熱

性
に
優
れ
た
土
蔵
壁
を
採
用
し
て
い
ま
す
。屋

根
は
、裾
の
緩
や
か
な
勾
配
部
分
を
銅
板
葺
き
、

棟
に
向
か
い
急
勾
配
の
部
分
を
瓦
葺
き
と
使
い

分
け
る
こ
と
で
、周
辺
環
境
と
の
調
和
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、北
側
に
あ
る
上
閑
室
は
、藤
井
の
書
斎

兼
接
客
室
と
し
て
、下
閑
室
は
茶
室
と
し
て
使

わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

和
洋
を
巧
み
に
統
合
し
た
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
で
室
内
環
境
を
改
善

　
藤
井
は
、和
風
・
洋
風
の
様
式
を
比
較
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
た
様
式
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
腰
掛
式
と
、座
式
の
人
の
目
線
を
合
わ
せ
る

た
め
居
室
の
畳
の
床
を
30㎝
余
高
く
設
定
し
、こ

の
畳
の
下
に
は
、夏
の
西
風
を
取
り
入
れ
る
導
気

筒
が
組
み
込
ま
れ
、ク
ー
ラ
ー
代
わ
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。夏
の
過
ご
し
や
す
さ
を
重
点
に
置
か
れ
て

設
計
さ
れ
、室
内
環
境
を
快
適
に
保
つ
工
夫
で

す
。ま
た
、取
り
入
れ
た
空
気
は
各
室
の
排
気
口

な
ど
を
通
じ
て
屋
根
裏
へ
抜
け
、妻
面
の
通
風
窓

か
ら
排
気
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
夏
に
高
温
に
な
る

屋
根
裏
の
換
気
シ
ス
テ
ム
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
室
内
の
間
仕
切
り
に
は
開
け
閉
め
で
き
る
障

子
の
欄
間
が
仕
組
ま
れ
、新
鮮
な
空
気
が
建
物

全
体
を
循
環
し
、室
内
を
常
に
清
潔
・
快
適
に

保
って
い
ま
す
。

　
自
然
と
の
調
和
、共
生
を
考
え
た「
聴
竹
居
」

は
、現
代
の
環
境
配
慮
型
住
宅
の
原
点
と
い
え

ま
す
。

「住まいは文化」のバックナンバーはこちらでご覧いただけます。 http://www.sumu2.com/bunka/ichiran.html

居
室
か
ら
右
手
に
食
事
室
を
望
む
。食
事
室
は
一
段
高
く
設
計
さ
れ
、独
立
性
を
持
た
せ
て
い
る
。

東・南・西と3面に広がり、風景を取り込む縁側の横連窓。椅子高の目線にガラス窓が配置されるようデザインされている。

聴竹居は昨年6月から一般公開されています。
公開日は水・金・日曜日の10時～15時。
事前の予約が必要。聴竹居倶楽部ホームページより
必要事項を記入の上、メールにて申し込み。
詳しくはこちらへ
http://chochikukyo.com/contact/index.html

上閑室・下閑室は非公開

聴竹居 本屋平面図

水平線を強調した南側外観。
日射調整を考え、庇は1ｍと深く、勾配も緩やか。
妻面には排気用の通風窓が設けてある。

※日本の近代建築20選
DOCOMOMO Japan（近代建築の記録と
保存を目的とする国際学術組織の日本支部）
が選定した日本を代表する近代建築。現在
ではDOCOMOMO135選となっている。

玄関の内開きドアは客人に対して
扉を突き出さないように配慮している。

作りつけのベンチが印象的で、和洋が調和した客室。
天井は杉へぎ板の網代張りと杉の一枚板で構成。照明は床照らしも兼ねている。

写
真
上
／
居
室
の
天
井
埋
め
込
み
形
の
照
明
。藤
井
自
身
の
デ
ザ

イ
ン
。写
真
下
／
約
30㎝
の
畳
の
段
差
に
設
け
ら
れ
た
導
気
口
。

地
中
に
埋
設
さ
れ
た
導
気
筒
を
通
って
外
気
を
取
り
入
れ
る
。

図面提供 ： 竹中工務店設計部 

シ
リ
ー
ズ
／
21
世
紀
に
遺
す
も
の

先
人
た
ち
が
遺
し
て
く
れ
た
住
ま
い
づ
く
り
の
知
恵

住
ま
い
は
文
化
第
23
回 

京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町 

「
聴
竹
居
」

環
境
工
学
に
着
目
し
建
て
ら
れ
た
環
境
共
生
住
宅
の
先
駆
け

歴
史
と
景
勝
の
地
、京
都・大
山
崎
に
建
つ「
聴
竹
居
」は
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、わ
が
国
で
い
ち
早
く
環
境
工
学
に
着
目
し
て
実
践
し
た
、

建
築
家
藤
井
厚
二
が
、１
９
２
８（
昭
和
３
）年
に
建
て
た
実
験
住
宅
で
す
。

藤
井
は
自
邸
を
実
験
住
宅
と
し
て
次
々
と
建
設
。自
ら
住
み
改
良
を
重
ね
、

日
本
の
気
候
や
風
土
と
西
洋
的
な
空
間
を
融
合
さ
せ
た
住
宅
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
設
計
は
高
く
評
価
さ
れ
、１
９
９
９
年
に「
日
本
の
近
代
建
築
20
選
」（※

）に
も
選
定
。

自
然
と
の
調
和
を
考
え
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
、換
気・通
風
への
配
慮
な
ど

快
適
で
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る
環
境
共
生
住
宅
の
先
駆
け
で
す
。

ち
ょ
う

ち
く

お
と

く
に

ぐ
ん

き
ょ

の
こ
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